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1)班長類各分類群の比較形態学的研究

江原昭善

(l) ヒトおよび霊長類の下顎骨の機能的･形態

学的研究

(ij) ヒトおよび霊長類各分類群における頭蓋底

部と姿勢の関連

2)ェチオピアにおける化石霊長類および化石

人類の研究

江原昭啓･相見 満

8) ヒトを含む霊長頬の起源と系統

江原昭善 ･相見 満他

4)凍海地方出土人骨･動物骨の研究

江原昭善･相見 清 ･木下 実

5)刈谷市出土人骨 ･猷骨の調査総括

江原昭善･相見 満

6)南アフリカの第三紀の地史学的研究

野上裕生

7)班長類の歯の組織学的研究

野上裕生

8)ジャバにおける第四紀嘱乳類の研究

相見 満

9)辞三紀霊長類･食虫類および有袋類の研究

瀬戸口烈司他

日 南米出土化石について

(fJ)南米大陸とヨーロッパ大陸出土の第三紀食

虫料化石の対比
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ニホンザル野外観察施設

岩本光雄(施設長･兼)･宋 滋 ･渡辺邦夫 ･

足沢貞成1)

本施設の運営は上記3教官のほか,和田一雄･

鈴木 晃によって進められた｡昭和62年度の各ス

テーション関係の状況は次の通りである｡

1.事由観察所

事由の群れは昭和23年以来の苛研されたfl料を

1)教務和佐貝

もとに野列祝祭施設の中では独白の位位を占めて

いる｡今年度は室山によるグルーミング関係の研

死,宮藤による群れの総合皮の研死(いずれも詔

長研大学院生)などが行われたはか.泣辺邦夫 ･

森 明雄(生活史)･河合雅堆く日本モンキーセ

ンター)などの手で,これまでの30放年間に及ぶ

長期観察データのまとめがml力的に行われた｡内

容はポピュレーション,唄位,文化行動など多岐

にわたり,いずれまとめとして出版される予定で

ある｡今年も春先から夏にかけて,砂が品との間

に堆田し,地続きになる状闇が現出した｡夏の台

風によってその状矧ま解消されたが,観光客がEL

へ歩いて波れるため,サル番を出す日がやはり多

かった｡一方では,対岸に石渡の船だまりをつく

るエ郡が行われ,これまであった防波tRのかさ上

げや陸地側への延長があった｡折りからの1)ゾ-

トブームなど祝光客の増加も考えられ,注意深く

見守っていく必要があろう｡68年3月の時点での

島内の個体数はマキグループ10頭を含め99頭であ

り,この10年間ほとんど変動していない｡マキグ

ループでは昨年ノスリにとってかわったゲバがボ

スとして安定し,その他主乳 マヰグループとも

主だったオトナオスの出入が顕熱 こくり返され,

それぞれの既ぶれが大きく変わった｡今年度の出

産は14頭であり,うち4頭が死亡した｡

2.下北研究杯

岡野美佐夫 ･B! 英生(野生生物保証管理郡務

釈 :共同利用研究貝)によってM群について非研

雪期の遊動の調丑をオトナメス2頭に50MH三相
のテレメーター送fa群を装着して行った｡葺完 治

･和田 久らによって,リタ-トラップによる落

枝,落菜,落罪･血の測定が行われた｡冬期の調査
は12月～1月足沢･岡野･中山裕理(北大PPi.i)･

束らによってM,Ⅰ,Z群を対象に,2月～8月

に足沢･束らによってZ群を対象に行った｡Z群

については分裂または,84年厳冬による大巾な個

体数減が,日脚こついては分裂とかなりの死亡が

確実である｡8月は脇野沢諸群の調査に足沢が参

加した｡

8.上信越研究林

械t'JFlg川流域の相生とSeedtrap法による果実生

産穴の継続調充の続行(小見山串 ･岐大,陸 斉

ら･東京E?<エ大),志fTA2群･C群等のニホン
ザルの行動.生闇･社会学的研究が行われた(陸

斉ら,長谷川好一ら･究大,鈴木 晃)｡山本教
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